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（審議経過） 

○室橋都市建設課長 定刻になりましたの

で、始めさせていただきたいと思います。 

 本日は、お忙しいところ、第３７回足立区

景観審議会にご出席いただきまして、ありが

とうございます。 

 私は本日の司会を務めさせていただきま

す都市建設課長の室橋でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 まず、審議会の公開についてご案内差し上

げます。本審議会は公開を原則としておりま

す。このため、会議記録につきましては区ホ

ームページで公開させていただいておりま

す。また、会議記録作成のため録音をさせて

いただきますので、ご了解いただきますよう

お願いいたします。 

 本日の景観審議会は、当会場とウェブの併

用による会議形態とさせていただいており

ます。途中、音声が聞きづらい、画面が見に

くい等の場合は、お声がけをいただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、審議会の時間につきましても、９０

分程度を予定しております。ご理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

 また、会場にご出席いただいている皆様の

席上のマイクの使い方でございますが、ご発

言の際にスイッチを入れていただきまして、

ご発言が終わりましたらスイッチをお切り

いただきますようお願い申し上げます。 

ウェブでご出席されております委員の皆

様は、ブラウザ画面の下にあるボタンの一番

左のマイクボタンをオンにして、お名前と発

言する旨のお声をおかけください。ご指名の

後、ご発言をお願いいたします。ご発言が終

わりましたらマイクのボタンをオフにして

いただきますようお願いいたします。 

また、ウェブの通信が早口のときに途切れ

る傾向がございます。特に会場ご出席の皆様

には、ご発言はマイクを口元に近づけ、なる

べくゆっくりとお話しいただきますようお

願いいたします。 

 なお、本日の案件説明は、事前に配付いた

しました資料に従って行いますので、お手元

の資料をご覧いただきますようお願いいた

します。 

 それでは、これからの議事進行につきまし

ては、倉田会長にお願いいたします。 

倉田会長、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○倉田会長 皆様、こんにちは。相変わらず

暑い日が続きますけれども、体調を崩さぬよ

う、皆さんお気をつけください。 

それでは、審議会の議事を進めてまいりた

いと思います。皆様、よろしくお願いいたし

ます。 

まず初めに、事務局から本日の議題と資料

について説明をお願いいたします。 

○室橋都市建設課長 それでは、本日の議案

と皆様に事前にお配りいたしました資料の

確認をさせていただきます。 

最初に、次第をご覧ください。本日の議事

ですが、審議事項は２件、報告事項は、報告

１で１件、報告２で１件ございます。 

審議事項につきましては、第１号議案「千

住大川端地区景観ガイドライン（案）につい

て」、第２号議案「足立・まちの風景資産に

ついて（継続審議）」でございます。 

 報告事項につきましては、報告１「景観形

成調整部会における審議結果について」、報

告２「事前協議案件の工事完了について」で

ございます。 

次に、事前に配付させていただいている資

料ですが、まず本日の次第と名簿、そしてＡ

４横の議案書と、議案説明資料といたしまし

て、右上に「第１号議案説明資料」とあるＡ

４縦、Ａ３横一つづりの資料と、右上に「第

２号議案説明資料」とあるＡ４縦の資料。報

告説明資料といたしまして、右上に「報告１

説明資料」とあるＡ４縦、Ａ３横一つづりの

資料。そして最後が、右上に「報告２説明資

料」とあるＡ３横一つづりの資料となります。 

なお、こちらの会場には、景観計画等を綴

じ込んである紺色のファイル、景観ガイドラ

インを綴じ込んである黄緑色のファイルを

席上にご用意しております。必要に応じてご

参照いただきたいと思います。 

以上が本日の資料となっております。資料

の不足等はございませんでしょうか。不足の

資料がございましたら、事務局へお知らせく

ださい。 

○倉田会長 それでは、審議に入ります前に、

委員の出席状況につきまして事務局からご

報告をお願いいたします。 

○室橋都市建設課長 続きまして、本日の出

席状況の報告をさせていただきます。本日は

定数１６名のところ１４名のご出席をいた

だいており、審議会が有効に成立することを
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ご報告いたします。 

○倉田会長 ご報告ありがとうございます。 

なお、本日の議事録署名人は私と鈴木委員

が務めますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次第１の（１）審議を行います。

事務局より第１号議案についてのご説明を

お願いいたします。 

○室橋都市建設課長 それでは、第１号議案

「千住大川端地区景観ガイドライン（案）に

ついて」ご説明させていただきます。お手元

の資料では、議案書の１ページをご覧くださ

い。 

 提案理由でございます。足立区景観条例第

２２条第１項では、大規模開発事業を行おう

とする者は、あらかじめ地区の景観ガイドラ

インの作成が義務づけられております。千住

大川端地区は敷地面積が３ｈａを超えるた

め、大規模開発事業に該当いたします。地区

の景観ガイドライン作成のため、足立区景観

条例第２３条第２項に基づき、足立区景観審

議会の意見を聴くため提案するものでござ

います。 

この景観ガイドラインは、地区の良好な景

観形成の方針等について事業者が作成する

ものでございます。 

本件の概要につきましては、議案書の２ペ

ージに記載のとおりとなっております。 

また、検討経緯でございますが、６月、８

月の２回にわたり、景観形成調整部会におい

て検討を行っております。 

なお、３ページ～５ページに、各調整部会

の意見と、それに対する事業者の対応を記載

してございます。 

 それでは、景観ガイドラインの内容につい

てご説明いたします。お手元の資料では、右

上に「第１号議案説明資料」と記載のあるＡ

４とＡ３一つづりの資料をご覧ください。 

まず、Ａ３の資料１ページ及び２ページを

ご覧ください。 

当地区は、東武スカイツリーライン牛田駅

と京成関屋駅の至近に位置し、すぐ南側には

隅田川が流れ、北側には京成本線、補助第１

１９号線（墨堤通り）が通っております。 

また、当地区は、平成６年に再開発地区計

画が都市計画決定された後、スポーツ施設や

スクラップ工場として利用されてきました。

近年、地区内の開発の具体化が進み、地区計

画の見直しがなされているところでござい

ます。 

その地区計画の見直しを捉えて景観ガイ

ドラインを定め、当地区の特性を活かした景

観形成の誘導を図ります。 

資料３ページ～２５ページまでは上位計

画における位置づけや当該地区及び周辺の

特性、調査報告が示されております。 

そして２６ページから最終のページまで

がガイドラインの内容となっております。 

２６ページの下段をご覧ください。本地区

では、まちづくりの目標を「『人・自然・地

域が共に育み、共に育つ、共生共育拠点』の

形成」としており、加えて３つのコンセプト

が掲げられております。 

次に、２７ページでは、土地利用の方針が

示されております。 

続いて、２８ページでは、景観形成の目標

及び方針が示されております。 

２９ページでは、計画地周辺との関係性を

緑の景観軸、賑わいの景観軸、水辺の景観軸

として示されております。 

次に、３０ページでは、歩行者通路を示す

歩行者ネットワークとオープンスペースを

示す緑の拠点と賑わいの拠点が示されてお

ります。 

続きまして、３１ページでは、地区内のゾ

ーニングや建物の配置についての記載とな

っております。 

計画地の上半分、ピンク色で着色している

地区は複合生活利便拠点地区とし、低層部に

商業機能、高層部に住宅機能を有する商住複

合機能が配置されるとともに、シニア住宅や

デイサービス、クリニックを含めた多世代住

居機能が配置されます。 

計画地の下半分、水色で着色している地区

は水辺環境を生かした住居地域とし、スーパ

ー堤防、緑地等と一体となった良好で快適な

外部空間と、隅田川の眺望を生かした質の高

い居住機能が配置されます。 

続いて、３２ページは、計画地北東の地区

のエントランスとなる広場のイメージと、計

画地中央の様々なイベントに対応できるコ

ミュニティ形成の広場のイメージになって

おります。 

次に、３３ページは、計画地南のスーパー

堤防と一体となった広場のイメージと、計画

地南西の地区内と近隣の緑をつなぐ歩行者

空間のイメージになっております。 

続いて、３４ページ～３６ページは、植栽

や色彩など、要素ごとに配慮する事項につい
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ての記載となっております。 

次に、３７ページ～３９ページには、遠景、

中景、近景の景観形成について示されており

ます。 

４０ページは、将来管理者へ引き継ぐこと

となる公共施設について、４１ページは、今

後の想定スケジュールの記載となっており

ます。 

以上で第１号議案「千住大川端地区景観ガ

イドライン（案）について」の説明を終わり

ます。ご審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

それでは、今から１５分ほど質疑応答の時

間を取りたいと思います。ただいまのご説明

につきまして、何かご意見、ご質問がござい

ましたらよろしくお願いいたします。いかが

でしょうか。 

○土屋委員 土屋です。 

千住関屋町ということで、事務所があるも

ので、こういったにぎわいが創出されること

を喜ばしく受け止めているのですけれども、

３点質問でして、１つは、昨日、環境審議会

があったのですけれども、区内のＣＯ２吸収

量を増やすということで、街路樹なり緑化な

りということで、そちらのほうでは話し合わ

れているのですが、今回かなり大規模な場所

で、芝生なりとか植栽が植えられるというこ

とでイメージパースがあるのですけれども、

例えば木であれば何本程度の植栽を植えら

れるのか。数字的にどういったものになって

いるかということでお伺いしたいというの

が１つです。少し環境審議会で言うと、３，

９００ｔの吸収量が目標ということで、４，

０００本の木を植えたら目標達成できると

いうことがあるのですが、ここの区画を整え

ていく中でそういったことに貢献するのか

ということを知りたいのが１点です。 

２点目は、景観の維持に関してぜひ尽力い

ただきたいということで、この資料で言いま

すと、Ａ３の資料の１ページ目に細かい写真

が右側にありますが、一番下段の真ん中にあ

るツタが生い茂っていて、ラスティネイルと

いうか、さびた釘といいますか、今、本当に

この地域はこういうイメージで、放置されて

しまっている、整っていない、人の手が入っ

ていないというようなイメージが、この辺り

を歩いていてとても強く持ってしまうので

す。ちょっと景観がよくないということを心

配していたのですが、そうした中で、きちん

と手を入れていかないと、今あるようなツタ

が生い茂ってしまって、ちょっとうらぶれた

雰囲気になってしまってはということが問

題意識としてありまして、そういった景観の

維持についての努力をぜひお願いしたいと

いうことで、どうかという点が２点目です。 

３点目が、この辺りの道路は水はけが非常

に悪いということで、地元の方からもたびた

び要望をいただくのですけれども、バリアフ

リーに配慮して凹凸が少ないインターロッ

キングブロックを選ぶということで言われ

ているのですけれども、そういった排水能力

の高い舗装材ということでも検討がされて

いるのかということで、３点お願いいたしま

す。 

○室橋都市建設課長 区内のＣＯ２排出量の

具体的な本数というところでございますけ

れども、今のところ、このエリアで全部で何

千本植えるというところまでの具体的本数

についての計画は、はっきり言ってまだござ

いません。ただ、「良好な景観形成のために

自然生物を身近に感じられるグリーンイン

フラの実現を目指す」という整備方針はござ

いますので、共同住宅棟がそれぞれ何棟かご

ざいますけれども、その計画がまた改めて調

整部会のほうに、より具体な緑の本数であっ

たり、樹種であったりとか、広場の配置とか

具体なもの、委員がおっしゃった３番目の舗

装材も透水性のものとか、逆に事務局のほう

から指導等もできますので、また改めて計画

が出たときに審議会に諮らせていただきた

いと思っております。 

また、景観維持につきまして、委員ご発言

の河川側のところについては、東京都のスー

パー堤防化をこの開発に合わせて整備して

いく予定でございます。今後、東京都または

区のほうで維持管理するというところでは、

管理者等についても適正な維持管理ができ

るように東京都、足立区のほうで協議しつつ、

しっかりと維持管理はしていきたいと考え

ております。以上でございます。 

○倉田会長 よろしいですか。 

ほかはいかがでしょうか。 

○くぼた委員 区議会のくぼたでございま

す。 

私から１点確認させていただきたいので

すが、水辺の空間ということが１つのテーマ

になっております。水辺の空間というとすば



4 

 

らしいのですけれども、水害が起きた場合に、

その辺の不安があってはならないと考えて

ございまして、３０ページにあるのですけれ

ども、いわゆるスーパー堤防がまだ未整備の

ところがございます。また、千住関屋のポン

プ所も、本来であればもっと早めにできてい

て、地域の皆さんが、これがあるから大丈夫

だねという安心感が広がっていればよかっ

たのですけれども、まだ建設の過程というこ

とで、いわゆるスーパー堤防の整備、それか

らポンプ所の見通し、その辺のことをきちっ

と押さえた上で、この開発というものが同時

並行であることが望ましいと思うのですけ

れども、この辺のスケジュール感はどんなふ

うに共有されているのか、ちょっとお伺いし

たい。 

○室橋都市建設課長 水辺の空間、スーパー

堤防、関屋緑地につきましては、開発業者の

部分については、開発に合わせて東京都と協

議しながら整備をしていくというところで、

今のところの計画としては、工事自体は２０

２５年度から２６年度にかけて、また修景工

事自体が２７年、２８年ということで、少し

時間はかかりますけれども、２８年ぐらいま

で順番を追って地区ごとに整備をしていく

予定でございます。 

また、千住関屋のポンプ所につきましては、

今、下水道局のほうと協議を進めておりまし

て、各地区の部会のほうで案件が出てまいり

ましたら、具体な工事スケジュールについて

はここで把握してございませんので、その時

点で当審議会のほうでご報告させていただ

ければと思います。 

○くぼた委員 ありがとうございます。その

辺のものがきちっと共有されていれば問題

ないと思います。将来的に、ここにお住いの

方々がそういったものに対しても非常に安

心感があるように、時間はかかるのですけれ

ども、国また東京都のほうとしっかり連携を

取りながら、水辺の空間づくりということを

セットでやっていってあげればというふう

に思います。よろしくお願いします。 

○室橋都市建設課長 委員おっしゃるとお

り、東京都、国、事業者等としっかり調整し

ながら、事業に向けて協議をしっかり進めて

いきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。 

○乾委員 乾でございます。 

２６ページのところに、まちづくりの基本

方針としまして「垂直避難場所の確保等によ

り」とありますけれども、垂直避難場所とい

うのがちょっとイメージできないのですけ

れども、どのようなことを考えていらっしゃ

いますか。 

○室橋都市建設課長 ここのところはハザ

ードマップでも、もし荒川または隅田川が破

堤した場合、浸水深が５ｍ以上になるという

のがございますので、ここに高い建物が建て

られますので、その場合、その高い建物に垂

直避難場所の確保ができるような形で、これ

から事業者ごとに災害対策課のほうと協議

をさせていただいて、通常ですと、事業者や

マンションの組合だったりというところと

協定を結ばせていただいて、いざというとき

に命を守るために、２階、３階以上の共用部

分に周辺の方々が逃げ込めるというような

ものをやっていきたいというところで、今後

そうしたまちづくりに貢献していきたいと

いうところで「垂直避難」という言葉の使い

方をさせていただいております。 

○乾委員 何かあったときには、かなりの人

数がそこに集まると思うのですけれども、具

体的にどういうものを備えるという考えで

しょうか。 

○室橋都市建設課長 個別には、それぞれの

各建物等の環境整備基準とか、区の建物を建

てる際の中で水防の倉庫をつくってほしい

とか、そういうものをいろいろと要望させて

いただきますので、住んでいる人はもちろん

のこと、近隣にお住いの方も、そういうもの

が利用できるようなものの整備というのを

指導していくというところと、あとは全員の

戸数分はなかなかご用意できないところで

ございますけれども、避難場所として共用部

分に、命を守るという意味で、取りあえずそ

こに逃げ込めるようなスペースを確保する

というようなところ。複合生活利便拠点地区

というところでは商業施設もできますので、

できればそういったところにも、ある程度共

用スペースのところで避難ができるような

形というのを、今後、災害対策課等の関係機

関とも協議しながら、事業者とも話をして協

定を結べるような形で進めていきたいと考

えております。 

○乾委員 ありがとうございます。 

○倉田会長 ほかに。 

○海老沼委員 海老沼と申します。 



5 

 

３０ページと３１ページに関連のものが

出ておりますけれども、水辺ラインの水上バ

スの防災船着き場、そこら辺の絡みでちょっ

と教えていただきたいのですけれども、現在、

千住大川端公園の前にスーパー堤防ができ

ています。今回の対象地は非常によく練られ

た計画だと思いますけれども、牛田駅、京成

関屋から防災船着き場のほうに向けての通

りの途中に商業施設がある。広場を設けて、

広場で人の回遊なんかができるようになっ

て、今度新しくできるスーパー堤防、ここら

辺のところに絡んで、水上バスの運行も含め

て、ここのウオーターフロントのところが将

来とても魅力的なスペースになるのではな

いかなと思いますものですから、区のほうで

これを生かして将来像はどういうイメージ

を持たれているのか、ちょっと教えていただ

ければありがたいなと思います。 

○室橋都市建設課長 今、東京水辺ラインの

水上バスのところの防災船着き場は、舟運に

ついて定期的な便はないのですけれども、単

発では少しずつやっているというところが

ございます。 

委員ご指摘のとおり、ここにスーパー堤防

ができれば、大川端公園と連続性のある水辺

空間が創出できるよというところで、東京都

のほうも隅田川のにぎわいに関するあり方

検討会というもので、最近、計画を発表させ

ていただいております。下流側では、築地で

あったり、佃島であったり、浅草辺りは、大

分にぎわい施設もつくって整備もしている

ということで、今後は上流のほうにも、この

千住地区、小台・宮城地区、新田地区という

ような形で整備をやっていく計画もござい

ます。 

今後、東京都、足立区で、その辺をどうや

って役割分担をして整備していこうかとい

うようなところでは、東京都のにぎわい施設

としての整備をやっていこうという位置づ

けにもなりましたので、より具体な案につい

ては東京都と今後にぎわい施設、または堤防

の整備の在り方について協議をさせていた

だいて、水辺の魅力を生かした空間づくりを

整備していきたいと考えております。 

○海老沼委員 ありがとうございます。楽し

みにしております。 

○倉田会長 どうぞ。 

○野沢委員 区議会議員の野沢てつやと申

します。よろしくお願いいたします。 

今回の計画はすごく魅力的でいいものだ

なと思っておりまして、特に緑をふんだんに

配置した計画ということなのですけれども、

３５ページに「緑量、四季を感じられる植栽

環境」ということで、「地域における緑の拠

点として、緑量、四季を感じられる植栽環境

を整備する」というふうにあります。 

ちょっと伺いたいのは、この地区は広場機

能を有している、そして交通アクセスもいい

ということで、正直言うと、桜の名所とかア

ジサイの名所とか、そういった位置づけ、観

光資源として生まれ変わるチャンスもある

んじゃないかと思うのですけれども、この植

栽環境の整備に当たって、植栽する植物とか

樹木に関するものは開発業者にある程度の

裁量を委ねるのか、それとも区のほうである

程度植栽するものを選定していくのか、そこ

ら辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

○室橋都市建設課長 今回は景観ガイドラ

インということでの大まかな方針を決めさ

せていただいたところでございます。 

先ほど土屋委員からもございました具体

的な緑の本数であったり、今、委員ご指摘の

樹種であったりというところは、棟ごとに計

画が出てきて、調整部会のほうにお諮りをし

た中で、景観審議会で議案として上げていく

予定でございます。まずは計画が事業者から

出てまいりますけれども、事務局のほうでも、

この方針にのっとったような緑量、四季を感

じられるような植栽環境というところでは、

ある程度樹種であったりとか、そういうもの

も含めて調整部会の各委員にお諮りをさせ

ていただいて、皆様にもお諮りをしていくと

いうような手はずになっております。 

維持管理については、ここの事業者が植え

て、今後は開発区域の中は維持管理を事業者

がしていくというような形で予定しており

ます。 

○野沢委員 ありがとうございます。これだ

けの樹木の緑豊かな計画ですので、できれば

事務局の方がおっしゃったとおり、ある程度

区のほうで誘導して、区の新しい一大観光名

所として、そういったものになれるように誘

導していただけると本当にありがたいと思

っております。ありがとうございます。 

○倉田会長 どうぞ。 

○佐藤委員 区議会議員の佐藤あいでござ

います。 

３９ページの部分について質問させてく
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ださい。こちらは部会のほうからも意見があ

ったものになるかと思いますけれども、「計

画の建物から周辺の住宅地に与える圧迫感

や光害に配慮をしてください」というところ

で、「検討する」という文言がございますけ

れども、現時点で例えばセットバックをする

等というところに関して、セットバックとな

ってきますと、建物の位置も変わってくると

いうところかとは思うのですが、この位置関

係が変わる可能性があるのか。 

また、光害に配慮した素材というところで、

反射のしづらい素材などを選んでいってい

ただくということかと思うのですが、どうい

った素材を選んでいくというところに関し

ては、事前にお知らせいただけるということ

なのでしょうか。 

○室橋都市建設課長 境界敷地からのセッ

トバック等の配慮というところでございま

すけれども、今後、ここのエリア全体におい

て、道路であったり、建物の境界からのセッ

トバックという地区計画を都市計画の中で

かけていく予定でございます。そうした中で

良好な環境づくりということで規制誘導し

ていくというようなところでございます。 

光害に配慮した素材及びデザインについ

ては、繰り返しのご説明になりますけれども、

各エリアの棟ごとにより具体な素材等、壁面

材とかも上がってきますので、そのあたりで

光害に配慮した素材等を今後指導させてい

ただきたいというふうに考えております。 

○佐藤委員 ありがとうございます。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。 

○工藤幹事 私から１点いいですか。 

先ほどのくぼた委員からの千住関屋のポ

ンプ所の完成ですけれども、今のところ令和

７年度末、ですので２年半後に完成の予定で

す。ですからスーパー堤防よりは早くできる

かなという状況です。以上です。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

ほかにいかがでしょうか。 

○野沢委員 区議会議員の野沢てつやと申

します。 

３５ページに舗装材等ということで、バリ

アフリーに配慮した舗装材を使っていだた

けるということで、本当にありがたいという

か、車椅子の当事者として本当にありがたい

と思います。 

今回の計画で、ちょっと細かいことになる

のですけれども、ユニバーサルデザインに配

慮したサイン、屋外広告等とか、障がい者に

温かいというか、配慮していただいた全体的

なデザインはあるのですけれども、ユニバー

サルトイレを配置するとか、そういった具体

的な計画に関しては、もう少し後になって詰

められるような感じということで考えてよ

ろしいのでしょうか。 

○室橋都市建設課長 トイレにつきまして

は、今のところ、この計画の中には予定して

いないところでございます。商業施設とか、

そういったものの中で、近隣の人たちが来ら

れるようなトイレであったりというところ

になるのかなと。また、そういう建物の中で

共用のトイレができた場合は、当然ユニバー

サルデザインに配慮したトイレというのは、

環境整備基準等の中で指導をしっかりして

いきたいなというふうに考えております。 

○野沢委員 ありがとうございます。個別な

対応はありがたいのですけれども、一方で、

これだけ巨大な４棟のタワーマンションが

あり、真ん中に中央広場がある。その中で１

つぐらい、誰でもトイレ、ユニバーサルトイ

レを配置するのを求めてもいいような気が

するのですけれども、その点はいかがですか

ね。 

○工藤幹事 副区長の工藤でございます。 

今回、大分大規模なマンションができます。

かなり広い敷地で区民の方の憩いのスペー

スもできるのですが、結局ここを維持管理す

るのは、ここのマンションに住まわれている

方が管理組合にお金を出して維持していく

という形になりますので、指導しても区民用

のトイレをつくってくれというのは非常に

厳しい状況になります。 

ただ、ここの一番駅寄り、関屋寄りのとこ

ろにショッピングモールができますので、そ

こに例えば外から入れるようなそういった

バリアフリートイレができないのかどうか

ということについては、事務局のほうから建

て主のほうに申し上げて、可能性は検討して

いきたいというふうに思います。真ん中でな

くても、ここでも外から入れれば十分だと思

いますが、それはちょっと協議をしていきた

いと思います。 

○野沢委員 ありがとうございます。バリア

フリーというのは、車椅子とかだけじゃなく

て、ベビーカーを使う方々、高齢者の方々、

誰でも使いやすいものですので、こういった

ものは必ず１か所は設置していただけるよ
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うに、いろいろクリアすべき問題は多いとは

思うのですけれども、1か所と言わず、最低

１か所は設置していただくような方向で執

行機関に求めます。以上です。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。―

よろしいでしょうか。 

それでは、ほかになければ採決させていた

だきたいと思います。 

本件につきまして異議のないものと決定

してよろしいでしょうか。 
（「異議なし」の声あり） 

○倉田会長 よろしいですか、オンラインの

ほうは。分かりました。 

○工藤幹事 先ほどのトイレの件ですけれ

ども、関屋公園にはバリアフリートイレをき

れいにする予定が、まずございます。それだ

け付け加えさせていただきます。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

 それでは、第１号議案につきましては異議

のないものと決定いたしたいと思います。 

 続きまして、事務局より第２号議案につい

て説明をお願いいたします。 

○室橋都市建設課長 それでは、第２号議案

「足立・まちの風景資産について（継続審議）」

の説明をさせていただきます。 

議案書の６ページをご覧ください。提案理

由でございます。足立区景観計画に基づき指

定する「足立・まちの風景資産」について、

足立区景観条例第３３条第１項に基づき、足

立区景観審議会の意見を聴くため提案する

ものでございます。 

 続きまして、議案書の７ページに記載の本

件の概要についてご説明いたします。 

 本件は、令和３年１月に策定した第二次足

立区景観計画において、景観資源の保全・活

用により景観形成を推進していく取組の一

つとして、「足立・まちの風景資産」の指定

を掲げております。今後、足立区独自に重要

な景観資源を「足立・まちの風景資産」とし

て選定・指定していく仕組みをつくるに当た

りまして、足立区景観審議会に意見を求める

ものでございます。 

本件は令和３年度から継続審議案件でご

ざいまして、本日は７月の景観計画推進部会

までにご承認いただいております内容につ

いて、ご意見等を頂戴できればと思います。 

 それでは、資料の説明に移らせていただき

ます。右肩に「第２号議案説明資料１」とあ

るＡ４縦の資料をご覧ください。 

「足立・まちの風景資産」とは、区民に親

しまれる重要な景観資源を指定し、その資源

の重要性についての認識を区民、事業者、足

立区で共有するための事業でございます。 

資料の左側（１）では、「足立・まちの風

景資産」募集から選定までの流れを、資料の

右側（２）では、募集に合わせて行う普及啓

発の取組について説明しております。 

まず、今年１０月～来年６月まで、区内外

の方々から風景の募集を行います。それに合

わせてパネル展示等による中間発表や普及

啓発のまち歩きも行ってまいります。そして

集まった風景の中から「足立・まちの風景資

産」を選定してまいります。 

風景募集の詳細につきましては、右肩に

「第２号議案説明資料２」とあるＡ４縦の資

料をご覧ください。 

「足立・まちの風景資産」の選定に向けて、

区内外の方々から、未来に残したい、ずっと

大切にしたい足立の風景を広く募集し、区民

投票や専門家の評価をしてまいります。 

募集要項は記載のとおりとしております。 

周知方法につきましては、あだち広報、区

のホームページ、ＳＮＳへの掲載、ポスター

やチラシの配布を予定しております。 

次に、第１回目のまち歩きについてご説明

させていただきます。右肩に「第２号議案説

明資料３」とあるＡ４縦の資料をご覧くださ

い。 

「まだ知らない足立の風景を探す」をテー

に、千住、六木、新田と特色の違う３つのコ

ースごとに歩く、まち歩きの参加者を募集す

る予定です。 

それぞれのコースのテーマにつきまして

は、右肩に「別紙」とあるＡ４縦の資料をご

覧ください。 

千住は「旧宿場町の風景」、六木は「自然・

農村の風景」、新田は「新しい街の風景」を

テーマとしております。 

先ほどの資料に戻ります。講師には足立区

景観審議会委員、区立郷土博物館の学芸員等

を予定しております。まち歩きの後には振り

返りのワークショップを行います。 

募集要項は記載のとおりとしております。 

周知方法につきましては、あだち広報、区

ホームページ、ＳＮＳへの掲載、ポスターや

チラシの配布を予定しております。 

以上で第２号議案「足立・まちの風景資産

について（継続審議）」の説明を終わります。
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ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○倉田会長 それでは、ただいまから質疑応

答の時間を取りたいと思います。ただいまの

ご説明につきまして、何かご意見、ご質問が

ございましたらお願いいたします。 

○佐藤委員 区議会議員の佐藤あいでござ

います。 

１点伺いたいのですけれども、足立区のま

ちを知っていただく機会のすごくいい取組

だと思っておりまして、小学校や中学校など

の学校に対して課外授業で取り入れたりと

いうお考えはないのでしょうか。 

○室橋都市建設課長 小学校、中学校に対し

ての普及啓発の取組として特別授業等でと

いうのは、将来的には普及を広めていきたい

と考えております。 

今回、まち歩き等の募集等につきましても、

教育委員会にも協力をいただいた中で、小学

生を対象にチラシ等を配布して、普及啓発と、

まち歩きへの参加というところの呼びかけ

を予定してございます。 

○佐藤委員 これに中学校が入っていない

というのは、どういった理由なのでしょうか。 

○室橋都市建設課長 今回の普及啓発とい

うところでございますけれども、一応ターゲ

ットを小学校４年生ぐらいの親御さんの年

齢、あと小学生という形での参加が親とのバ

ランスがいいのかなというところでござい

ました。仮に中学生だからそれを否定するわ

けではございませんので、広報等も含めて、

中学生等にも呼びかけをさせていただきた

いと思います。 

○佐藤委員 ありがとうございます。 

○倉田会長 ほかはいかがでしょうか。 

○土屋委員 １つ気になったというか、意見

として言いたいと思った点がありまして、風

景資産のいよいよ募集が始まっていくとい

う中で、西新井というと、だるまがたくさん

並んでというふうな光景が足立区らしいな

と私も感じるのですけれども、そういったも

のが選ばれることはあるだろうと思うので

すが、１つ私自身の体験として、だるまの目

入れが差別的であるというふうに感じると

いう視覚障がい者の方のご指摘がありまし

て、それは両目があって完全とするというこ

とに対してなのですけれども、目入れ自体が

差別的かどうかということではなくて、そう

いったことを嫌だと感じられる方もおられ

ると。障がいがあるために、つらい思いをす

る方がおられるということには、ぜひ寄り添

う視点を持っていただきたいということと、

そういったためにつらい思いをする人が減

るようにということで、どういった角度か、

どういった写真のものを選ぶのかというふ

うなことになるかとは思うのですけれども、

配慮をいただけないかということが１つで

す。 

○室橋都市建設課長 委員ご指摘のとおり、

実際に募集をかけて、どのような形で、どう

いうものが出てくるか、事務局としてもなか

なか予想がつかないところではございます

けれども、弱者に寄り添うような視点という

のはしっかり持っていきたいなと思います。 

また、写真等での募集はさせていただくと

ころですけれども、これは写真のコンテスト

というものではございませんので、例えばだ

るまの風景とか、そういう意味でのある程度

仕分けをさせていただいた中での１つの風

景という形で考えていきたいなと思います。

また、審議会の学識の先生方にもいろいろと

ご意見を頂きながら、その辺は進めさせてい

ただければと思います。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。 

○砂原委員 区民委員の砂原です。 

これはとても楽しみにしていた取組かな

と思いまして、協力もしていきたいと思いま

すし、うまく皆さんとつくっていけたらなと

思います。 

１点、応募する側の視点にちょっと立って

みたときに、とかく風景資産って難しい、景

観って難しいとなったときに、今、佐藤委員

もおっしゃったような、例えば中学生とかは

写真をすごくたくさん撮って映えるように

しているかと思うのですね。その子たちが考

えたときに、ちょっと難しいですよね。風景

資産になったら何になるのかとか、どう生か

されていくのかとかという、ちょっと大きな

話もありますし、１つ身近な話で言えば、例

えば登録されたら何か商品があるのかなと

か、頑張ってすてきな写真を撮ろうとしたと

きに、それがちゃんとパンフレットに使われ

る可能性が、自分が工夫したことに対して何

かがあるというものなのか。お金をかければ

いいとは思わないのですけれども、貢献した

ことがどうなるのかというところまで少し

分かるようになるといいのかなと。単純に言

えば、足立区の名産品、ふるさと納税じゃな

いですけれども、何か商品があるのかなとい



9 

 

うだけでも、多少の盛り上がりがあるのでは

ないかなと、ちょっと思いました。すごく単

純なアイデアですみません。 

○室橋都市建設課長 今のところ、選ばれた

から商品をみたいなインセンティブを与え

るというところはありませんけれども、例え

ばパンレットみたいな、リーフレットとか、

そういうものを作成した場合に使わせてい

ただくとかというところは当然ございます。

予定はしております。 

今後、指定登録というところをどういうふ

うにしてやっていくかというところは、推進

部会に学識の先生方も、専門家も入っていま

すので、その中で公表等の進め方については

しっかり深度化して検討させていただきた

いと思います。 

○砂原委員 よろしくお願いします。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。 

○磯野委員 ちょっと確認なのですけれど

も、今回の風景資産の募集の方向性が「未来

に残したい、ずっと大切にしていきたい風景」

といったコンセプトがある一方で、まち歩

き・ワークショップは「まだ知らない足立区

の風景を探す」というテーマになっていると

いうところなのですが、ここのつながりって

どういうつながりになっているのかをちょ

っと確認させていただきたくて、いわゆるま

ち歩き・ワークショップでは、一般的に景観

とか風景で残したいとなると、有名なランド

マーク的な景観にどうしても着眼が行きや

すいといった中で、日常景のような日常の中

でも大事な風景ってあるよねといったよう

な、そういったような着眼点を皆さんに知っ

てもらうという意味でのまち歩きなのか、そ

れともまた別の着眼点があってなのかとい

うところがちょっと気になりまして、募集の

内容とワークショップのつながりを確認で

きればと思うのですが、お願いいたします。 

○室橋都市建設課長 委員おっしゃるとお

り、風景資産の募集をすると、事務局として

も多分一般的には、例えば西新井大師であっ

たり、荒川の河川敷であったり、荒川から見

る富士山とか、こういうのが多分集中するか

なというのは予想しているところでござい

ます。 

実際には「足立・まちの風景資産」という

ところの事務局の力不足もございまして、足

立区民の皆様に普及啓発をさせていただい

ているところですけれども、まだ周知が足り

ないのかなというふうには思っております。 

そうした中で、それ以外にも足立区の新た

な魅力というところで、新田というのが足立

の西のほうなので、東のほうの方はまだ行っ

たことがないとか、存じない方もいらっしゃ

るだろうというところ、また六木なんかは昔

ながらの足立区の農村風景みたいなものが

まだまだ残されていますので、そういった新

たな発見的なもので、普及啓発という形での

二本立てで少しやっていきたいなというふ

うには事務局として考えております。 

今後この二本の柱で全体の普及啓発をし

ながら、風景資産の募集の１つのきっかけと

なれば、このワークショップ等も通じた中で

少しずつ区民の皆様方に、景観ってこういう

ものなんだなみたいな、気軽にいろいろと考

えていただくきっかけとなればというとこ

ろでのまち歩きを実施させていただくとい

うようなコンセプトで、今回はこの二本立て

でやらせていただくというような考えでご

ざいます。 

○磯野委員 分かりました。ありがとうござ

います。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。 

○しぶや委員 区議会議員のしぶやと申し

ます。 

私から１点だけ、提案というか、今回はこ

ういった形でやっていくというところで、先

ほど佐藤委員、砂原委員からもあったように、

今回は第一段階というところで、これを継続

していくとなったときに、例えば子どもたち

になかなか浸透しづらい、浸透させにくいと

いった中で、夏休みの期間を使ってこういっ

たことをやりましたよという今回の結果を

踏まえた写真を載せてあげたりとか、こうい

う風景資産が足立区にはあるよということ

を、次回から例えば冬休みとかの期間を使っ

て載せてあげることによって、今後こういっ

たことをやるときにつながっていくんじゃ

ないかなと、きっかけづくりになるんじゃな

いかなと思うので、そういったことはやって

いくべきなのかなと思います。どうでしょう

か。 

○室橋都市建設課長 貴重なご意見ありが

とうございます。今回、初めて募集をさせて

いただくというところでは、推進部会の先生

方からもご意見をいろいろ頂いて、少し長め

に期間を取って、中間発表という細かいとこ

ろで、ある程度整理分類をさせていただきた
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いなというふうに考えております。そうした

中で、委員のご意見にあったように、小中学

生等にも分かりやすく、途中の中間発表的な

ものを幾つかさせていただいて、風景資産と

いうのはこういうのもあるんですよという

周知を図らせていただければなと思います。

ありがとうございます。 

○倉田会長 どうぞ。 

○海老沼委員 意見なのですけれども、漠然

と感じていることが、未来のためにこういう

ことをやっていくわけですけれども、正直言

って私は１５年後、少なくとも２０年後はも

うこの世にはいないと思いますので、未来の

住人ではないわけですね。未来の人たちって

誰かといったら、やはり学生ですよね。さっ

きから小学生とか中学生のお話が出ていま

すけれども、まさしくそのとおりで、もう一

つ言いたいことが、足立区民しか参加できな

いのか。外から足立区に来た人だからこそ分

かることもあると思うのですね。例えば足立

の大学に来ました。今までは足立区に来るこ

とはなかったけれども、住んでみたらこんな

ところがいいんじゃないの、こんなのは僕た

ちのまちにはないよ、足立っていいところだ

なというふうに思うかもしれない。長く住ん

でいたら気がつかないことに、その人たちが

つかめることだと思うんですよね。１１月に

まち歩きのワークショップがありますけれ

ども、来年の５月にもまたワークショップが

あるわけですよね。そういうときに大学生と

か高校生とか、区民じゃない、外から来てい

る人でもいいじゃないですか。そういう人た

ちも参加できるような、そんな仕組みづくり

をしてくれたらありがたいなというふうに

思います。以上です。 

○室橋都市建設課長 ご意見ありがとうご

ざいます。まさに委員がご指摘のとおり、私

ども事務局のほうもいろいろと会議を重ね

た中では、足立区民に限らずどなたでも応募

できるということで、在住・在勤に一切かか

わらず募集はかけていこうというようには

させていただいております。 

いろいろな大学もあって、大学連携もさせ

ていただいておりますので、大学生との連携

とか、その辺も併せて考えていきたいなと思

っております。よろしくお願いいたします。 

○海老沼委員 ありがとうございます。 

○工藤幹事 私から追加で。 

実は足立区のイメージの調査を毎年やっ

ているのですけれども、区内の人はいいので

すけれども、区外から足立区を見たイメージ

が全然上がっていないのですね。今、海老沼

委員がおっしゃったとおり、区外の人に足立

区を見てもらうって非常に重要なことだと

私も思います。そういった意味で、シティプ

ロモーション課がその辺の戦略を練ってい

ますので、これもその中の１つに入れてもら

って、区外から見た足立区のいいところは非

常にいいアイデアだと思いますので、それを

取り入れるようにしていきたいと思います。 

○海老沼委員 ありがとうございます。 

○野沢委員 区議会委員の野沢てつやです。 

今後の課題ということで皆様いろいろ案

を出していただいて、本当に勉強になります。

私も１つ、今後の課題としてお願いしたいな

と思っているのですけれども、今回いろいろ

な写真を集めるということなのですが、小学

生とか中学生とかに積極的に応募してもら

うのだったら、写真じゃなくても、絵とかそ

ういったものでも別にいいのではないかな

と思っております。私自身、子どもの頃とか、

今はあるのか分からないですけれども、写生

大会とかよくあったのですけれども、写生大

会で描く絵というのは思いを込めて描く絵

ですので、そういった思いのこもった絵とい

うのは、もしかしたらいろいろな方に響く可

能性もあるので、写真もそれとしてはいいと

思うのですけれども、一方で絵とか、そうい

ったいろいろなものを幅広に加えていただ

くのもいいのかなと思うのですけれども、い

かがでしょうか。 

○室橋都市建設課長 ご意見ありがとうご

ざいます。今回、風景写真と地図を添付して

場所が分かるようなというところでは、事務

局としては考えさせていただいたところで

すけれども、委員おっしゃるとおり、写真コ

ンテストではございませんので、そういう絵

画とかも含めて、どこの場所のあれだよとい

うのが分かるような形で、次回募集等につい

ては事務局のほうで議論を深めさせていた

だければなと思います。 

○野沢委員 ありがとうございます。ぜひお

願いいたします。 

○砂原委員 もう１点、すみません。景観と

子どもの学びということを結構長く考えて

きていたところでして、おっしゃっていただ

いたように、この機会ってとても活用しやす

い仕組みかなと思っている中で、ふとスケジ
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ュールを見ますと、夏休みをかけていただけ

ると、今回でなくて次もあるのであれば。子

どもの調べ物学習とか親は悩ましいのです

けれども、今、足立区さんなんかは図書館で

調べたもの限定になりがちで、すごく親の首

を絞めてくれるのですけれども、もう少し前

みたいに自由研究みたいだったら、「ここの

風景いいね」といって、何がいいのかなとち

ょっと書いて、同じくここに応募するという

ことで何か社会につながっていくとなると、

私はとても子どもにさせやすかったなと。社

会につながって結果が後でも出てくるって、

すごい学びじゃないかなと思うので。あとは

学校の「貯金箱をつくりなさい」とか「選挙

のポスターを描きなさい」みたいな中に足立

区のものがあると、親としては「おっ？」と

思って、「見たことがないけれども、これは

足立区じゃん、ちょっと面白そうじゃない？」

とも言いやすいので、親のつらい夏休みの宿

題にかけていただくと、反応する親御さんも

結構いるんじゃないかなと思いました。うち

の息子は小学校６年生で、今年の夏で終わっ

てしまうのでチャレンジさせられないので

すけれども、ぜひできたらなと思いました。

検討をお願いいたします。 

○室橋都市建設課長 募集の期間につきま

しては、当初は１０月から年度内でというよ

うな形で事務局は考えていたのですけれど

も、推進部会の先生方のご意見等を踏まえて、

四季折々の風景というのがあるだろうとい

うことで少し期間を長くして、６月募集終了

という形で少し延ばさせていただいたとこ

ろです。委員のご意見も踏まえまして、もう

１～２か月延ばせるかどうかも含めて検討

させていただいた中で、１回どこかで区切る

かもしれませんけれども、引き続き募集はず

っとかけてローテーションでやっていきた

いなと思っていますので、その中で検討させ

ていただきたいと思います。 

○砂原委員 ぜひよろしくお願いします。 

○倉田会長 ほかにいかがでしょうか。―

よろしいでしょうか。 

今の委員のご意見は非常に大事といいま

すか、伺っていて思い出したのが、足立の区

制何十周年記念でしたか……。 

○工藤幹事 ６０周年。 

○倉田会長 今から４０年くらい前になり

ますか……。 

○室橋都市建設課長 ３０年前です。 

○倉田会長 そのときにかなり大がかりな

景観の国際会議をやったのですね。そのとき

に子どもたちを集めてワークショップをや

っているのですね。まちをそれぞれ自分たち

で調べる。大学生がサポートするような形で

やって、子どもたちが発見したことを発表す

る。例えばガリバーマップというものがあっ

て、大きな地図にいろいろなものを落とすと

いうことをやっているのですけれども、そん

なことをやったりして、まちを発見するとい

うことをやって、さらにそれに対して子ども

たちが、どうやったら足立区がもっといいま

ちになるかという提案をするところまでや

っているのですけれども、私も企画段階から

お手伝いしていて、それは非常にいい企画で、

そのときに海外からも専門家が来て、子ども

たちの発表を一緒に聞いて、それを絶賛して

いたのを思い出しました。非常にすばらしい

取組だということですね。 

それは何がいいかというと、子どもたちが

参加するということは、親も当然興味を持つ

ので、そういう意味で言えば、異なる世代の

人たちがそこに参加して一緒になって足立

区のことを考える機会にもなっていたので、

先ほどの話を聞いていて、そういえば足立区

も過去にそういうことをやっていたなとい

うふうに思い出しましたので、ちょっと形は

変わるかもしれませんけれども、そういう形

で今回のこういう機会を利用したらいいん

じゃないかなということはちょっと感じま

した。余談ですけれども、伺っていてちょっ

と思い出しましたので。 

ほかにいかがでしょうか。―よろしいで

しょうか。 

それでは、本件につきましては引き続き景

観計画推進部会で審議する形でよろしいで

すか。 
（「異議なし」の声あり） 

○倉田会長 それでは、引き続き審議のほど

よろしくお願いいたします。 

第２号議案については以上といたします。 

続きまして、次第１の（２）「報告」に移

りたいと思います。事務局から報告をお願い

いたします。 

○金子景観計画係長 それでは、報告１「景

観形成調整部会における審議結果について」

報告させていただきます。 

お手元の報告書の１ページ～２ページを

ご覧ください。 
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区では、足立区景観条例に基づいて大規模

建築物の建築等の事前協議及び開発地区内

の個別建設事業につきまして、景観形成調整

部会において意見聴取を行い、良好な景観誘

導を行っているところでございます。 

前回、２月の第３６回景観審議会の資料発

送以降に協議が完了した案件１件につきま

して、その概要をご報告させていただきます。 

お手元の報告書５ページには、協議が完了

した案件の位置を示した図がございますの

で、そちらも併せてご覧いただければと存じ

ます。 

それでは、報告１「（仮称）足立支店建替

計画について」、ご報告いたします。 

案件の概要につきましては、報告書の１ペ

ージの２に記載のとおりとなってございま

す。 

本計画は、城北信用金庫足立支店を店舗併

設の共同住宅に建て替える計画でございま

す。部会で出されました意見と、それに対し

ます事業者からの回答を報告書の２ページ

の３の（１）に記載しております。 

以上、部会意見に一定の対応がなされたと

判断いたしまして、令和５年６月に事前協議

を完了したものでございます。 

報告１については以上でございます。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

それでは、ただいまのご報告につきまして

何かご意見、ご質問がございましたらお願い

いたします。 

○砂原委員 意見というほどではないので

すけれども、私は部会のほうでこの案件を審

議させていただいて、実はとてもプレゼンと

いうか、資料がすごく丁寧に、景観のパーツ

というか、掘り起こされていて、お伺いして

いてとてもよかったというか、いいプレゼン

だったなと思って、これは４号沿いにできま

す案件なので、デザインもちょっと和を取り

入れたというところと、広い道路の向かいな

ので、向かいから見やすい建物になるかなと

思うので、出来上がるのがとても楽しみです

ということで、とてもいい景観になるといい

なと思いましたという、ちょっとした感想を

ご報告させていただきました。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

ほかによろしいでしょうか。 

それでは、報告１につきましては以上とい

たします。 

続きまして、報告２につきまして事務局か

らご報告をお願いいたします。 

○金子景観計画係長 それでは、報告２「事

前協議案件の工事完了について」、ご報告い

たします。 

報告書３ページに案件概要、同じく報告書

５ページに完了した案件の位置を示した図

がございますのでご覧ください。 

案件は１件でございます。「（仮称）サン

ベルクスＨＤ本社倉庫増築計画について」、

ご報告させていただきます。 

本件は花畑地区計画ガイドライン内にお

いて高さが１５ｍまたは延べ面積が１，００

０㎡を超える建築物の敷地内に別棟で増築

を行ったもので、足立区景観条例第２４条に

基づきまして個別建築事業の事前協議を経

て、今回その工事が完了いたしましたのでご

報告するものでございます。 

右肩に「報告２説明資料」と記載のあるＡ

３一つづりの資料をご覧ください。 

資料１枚目、表紙の裏面には事前協議の際

の配置図とパース、２枚目はパースと同じア

ングルで撮影いたしました写真となってご

ざいます。 

また、３枚目につきましては、当時の部会

で出されましたご意見とそれに対する回答

ということで添付をさせていただいており

ます。 

報告２については以上でございます。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

ただいまのご報告につきまして、何かご意

見、ご質問がございましたらお願いいたしま

す。―よろしいでしょうか。 

それでは、報告２につきましては以上とい

たします。 

続きまして、次第２「その他」につきまし

て、事務局から何かございますでしょうか。 

○金子景観計画係長 今回は特にございま

せん。 

○倉田会長 ありがとうございます。 

それでは、事務局にお返ししたいと思いま

す。 

○室橋都市建設課長 倉田会長、議事進行あ

りがとうございました。 

最後に事務局から事務連絡がございます。

次回の審議会の開催日程につきましては、令

和６年２月を予定しております。後日、詳細

な時間等につきまして改めてご案内させて

いただきたいと思います。 

また、本日お車で来られた方につきまして
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は、駐車券をご用意させていただいておりま

すので、事務局までお申し出ください。 

事務局からは以上でございます。 

委員の皆様から何かございますでしょう

か。 

それでは、以上で第３７回足立区景観審議

会を閉会いたします。皆様、本日はお忙しい

ところありがとうございました。 

 


